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 今号の表紙 
　吾平地域の中央東町内会と育成会に
よる世代交流を目的とした「餅つき」の
風景です。餅は，正月飾り用として，子
どもたちの心温まる手紙を添えて，一人
暮らし高齢者宅に届けられました。
　この活動は，市民の皆さまからご協力
いただきました赤い羽根歳末たすけあい
募金の助成により実施されております。
　今回，地域歳末たすけあい活動に助成
しました34の団体名等については，６
頁をご覧ください。

おじいちゃん、
おばあちゃん、
長生きしてね



　
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
当
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様

方
を
は
じ
め
関
係
機
関
団
体
の
ご
助
言

ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成

二
十
八
年
度
に
策
定
い
た
し
ま
し
た

「
第
二
期
鹿
屋
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

に
基
づ
き
、
子
育
て
支
援
事
業
か
ら
高

齢
者
障
害
者
支
援
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
、
市
民
の
心
配
ご
と
相
談
事
業

等「
市
民
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

健
康
で
ぬ
く
も
り
に
満
ち
た
福
祉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
」の
実
現
に
向
け
て
、

行
政
を
は
じ
め
関
係
機
関
団
体
、
町
内

会
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
ご
協

力
を
頂
き
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
重

点
目
標
に
掲
げ
事
業
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
特
徴
的
な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
市

内
の
社
会
福
祉
法
人
福
祉
施
設
の
全
面

的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
交

通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
の
買
い
物

支
援
と
し
て
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
開

始
し
ま
し
た
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
事
業
と

昨
年
か
ら
新
た
な
事
業
と
し
て
吾
平

地
域
で
生
き
が
い
づ
く
り
型
ド
ラ
イ
ブ

サ
ロ
ン
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
、

認
知
症
や
知
的
障
害
な
ど
に
よ
り
判
断

能
力
に
不
安
の
あ
る
方
々
の
権
利
を
擁

護
す
る
法
人
後
見
事
業
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
支
援
事
業
を
実
施
し
、
日
常
生

活
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
に
よ

る
人
口
減
少
、
経
済
的
困
窮
等
地
域
の

課
題
や
社
会
問
題
な
ど
が
多
様
化
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解

決
す
る
に
は
、
公
的
な
支
援
の
み
な
ら

ず
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
地
域
の
課

題
を
把
握
し
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
住
民
自
ら
が
地
域
課
題
を

捉
え
る「
我
が
事
」
の
意
識
を
醸
成
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

社
協
で
は「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」

を
目
指
し
て
我
が
事
・
丸
ご
と
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
改
正
社
会
福
祉
法
が
施
行
さ
れ
、
社

協
は
経
営
基
盤
の
強
化
や
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
協
議
体
と
し
て
の
特
性
を
発

揮
し
て
、
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
等
と

協
働
し
た
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

り
組
み
が
更
に
期
待
さ
れ
て
お
り
、「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

社
協
は
住
民
の
要
請
に
応
え
事
業
の
強

化
や
新
た
な
事
業
を
推
進
す
る
に
は
、

安
定
的
な
財
政
基
盤
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
た
め
現
在「
社
協
発
展
・
強
化
計

画
」
に
基
づ
き
組
織
の
改
編
や
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
効
率
的
運
営
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
こ
れ

か
ら
の
福
祉
事
業
は
更
に
多
様
化
し
て

き
ま
す
の
で
社
協
の
特
性
を
生
か
し
、

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
行
政
や
関
係
機

関
団
体
と
更
に
連
携
を
深
め
、
地
域
福

祉
活
動
の
推
進
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
事
業
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
方
に
と
っ

て
、
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

新年のご挨拶

地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
！

～
本
年
も
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
と
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
～

社会福祉法人 鹿屋市社会福祉協議会

会 長　浜田　保
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受賞おめでとうございます
～鹿屋市社会福祉協議会表彰，福祉・ボランティア作文コンクール表彰～

ボランティア作文コンクール受賞結果報告

鹿児島県共同募金会会長感謝状

　リナシティかのやで平成30年10月20日に開催された
「鹿屋市ふれあい福祉まつり」表彰式典において，永年に
わたり鹿屋市の社会福祉事業に従事し功績のあった個人・
団体に対して，鹿屋市社会福祉協議会表彰を行いました。
併せて，福祉・ボランティア作文コンクールの最優秀賞
受賞者の表彰及び作品発表も行いました。

　福祉・ボランティア作文コンクールは，市内の学校に通う児童・生徒が日常や学校生活の中で「福祉」
について考えていること，体験したことなどを作文で表現し，思いやりの心や助け合いの心を育むこ
とを目的に実施しました。優しさ溢れる作文の応募が多数あり，その中から８人の受賞が決まりました。

【最優秀賞作品】
● 小学生の部（１～２年の部） 下名小学校 １年　福元　乃羽 様 「作品名：はじめての びかかつどう」
● 小学生の部（３～６年の部） 寿北小学校 ４年　岡田　栞奈 様 「　〃　：活やくするわたしのかみの毛」
● 中学生の部 高隈中学校 １年　永射　可菜 様 「　〃　：これからの福祉」
● 高校生の部 鹿屋工業高校 ２年　山﨑脩太郎 様 「　〃　：ごみ拾い」
 【優秀賞作品】
● 小学生の部（１～２年の部） 鹿屋小学校 １年　板倉　　遥 様 「作品名：がんばるおじいちゃんたち」
● 小学生の部（３～６年の部） 西原小学校 ３年　秋山菜々美 様 「　〃　：いい社会を作るためには」
● 中学生の部 大姶良中学校 ３年　北方　大翔 様 「　〃　：ボランティアについて」
● 高校生の部 鹿屋女子高校 １年　大浪理織子 様 「　〃　：ハンセン病と私」

　共同募金運動で多大な実績をあげられた団体に対して，平成30年10月30日に鹿児島市民文化
ホールにおいて鹿児島県共同募金会会長より感謝状が贈られましたので報告いたします。

・鹿児島県建設業協会鹿屋支部 鹿屋八日会 様 ・星塚敬愛園自治会 様 ・鹿屋市保育会 様　
・鹿屋市医師会 様 ・鹿屋市高齢者クラブ連合会 様 ・慈恵園職員一同 様
・鹿屋第一ライオンズクラブ 様 ・以和貴会職員会 様 ・㈱南九 様

（順不同）

　　心配ごと相談員
西ノ原 カツ子 様

　永年にわたり鹿屋市社会福祉協
議会心配ごと相談員として市民の
悩みごと相談に応じ，地域住民の
福祉向上に貢献されました。

　　養護老人ホーム寿光園
　施設長　谷口　 彰 様

　永年にわたり地域の小学校で
出前福祉体験学習や施設と児童
の交流学習を実施され，地域の
福祉向上に貢献されました。

　　高隈中学校１年
永射　可菜 様

　福祉・ボランティア作文コンクー
ル中学生の部最優秀賞を受賞され，
受賞作品「これからの福祉」を舞
台で発表していただきました。

　　寿北小学校４年
岡田　栞奈 様

　福祉・ボランティア作文コンクー
ル小学生の部最優秀賞を受賞され，
受賞作品「活やくするわたしのかみの
毛」を舞台で発表していただきました。

【 受賞者の紹介 】
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皆
さ
ま
の
ご
協
力

ご
参
加
に
感
謝

　36の関係機関団体や55人の個人ボランティア（うち学生ボランティア４6人）の皆さまにご協力いただき，第６
回ボランティアフェスティバルを盛大に開催しました。当日はボランティア体験，ワークショップ，物品販売，
福祉バザー，親子コンサート，マッサージ体験，救急救命体験等の各種コーナーを設け，延べ４，3１２人の皆さ
まにご利用いただきました。フェスティバルにご来場，ご協力いただきました皆様に心より感謝申し上げます。

　鹿屋市移動支援セミナーを開催し,１3日は輝北ふ
れあいセンターで75人,１４日は鹿屋市役所で185人
の皆さまにご参加いただきました。NPO法人全国
移動サービスネットワークの河崎民子さんを講師に，
誰にでも訪れる移動の問題について，ボランティア
等による先進的活動等を基にこれからの移動支援の
手段等について考えました。

　輝北町合同福祉スポーツ大会を輝北ふれあいセン
ターで開催しました。昨年度までは輝北コミュニ
ティセンターと輝北運動場の２ヶ所で実施していま
したが，今年度からは輝北ふれあいセンターで競技
を実施しました。来年度も趣向を凝らした楽しいス
ポーツ大会にしていきたいと思います。

市
民
の
移
動
手
段

に
つ
い
て
考
え
る

盛
り
上
が
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　県内約400人の参加により我が事丸ごと地域づく
り推進セミナーを開催しました。基調講演では，厚
生労働省地域福祉専門官の玉置隼人さんが少子高
齢・人口減少が進行する中，今後求められる地域の
あり方を話され，その後のパネルディスカッション
では，寿２丁目を始めとした県内３つの町内会等に
よる地域づくり先進事例の発表がありました。

　ラジオDJでお馴染みのDJポッキーさんを講師に，
「言葉が人生を変える」と題して福祉講演会を開催
しました。講師からは，ご自身が実践されている「前
向きに意識して言葉を発することで人生が変わりま
す。」と熱く説かれました。聴講者からは，「これか
らは，前向きな言葉で前向きに生きたいです。」と
感想を述べられました。

我
が
事
と
し
て

地
域
を
創
ろ
う

前
向
き
な
言
葉
で

人
生
が
変
わ
る

【１１月２日】
鹿屋市

文化会館

【１０月６日】
リナシティ

かのや

【１１月１３日・１４日】
輝北ふれあい

センター，
鹿屋市役所

【１０月３０日】
輝北ふれあい

センター

【１０月2０日】
リナシティ

かのや

写 真 で 振 り 返 る 社 協 活 動 （平成３０年１０月～１２月）
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健
康
第
一
！

い
つ
ま
で
も
地
域
で

元
気
に
助
け
合
い
！

　吾平地域の高齢者クラブや民生委員児童委員の皆さまの協力のもと，吾平福祉ふれあいフェスタを開催しまし
た。第１部の講演会では，鹿児島鍼灸専門学校附属鍼灸治療院の泊平八郎院長先生を講師に，「つぼと健康」と
題してご講演いただきました。先生には，ユーモアあふれる話術で，健康つぼの押し方やからだに良い食材の摂
り方など，東洋医学に基づき家庭で出来る健康法についてわかりやすくご指導いただきました。第２部の演芸大
会では，元気いっぱいの大正琴・体操・踊りを，そして最後にみんなでハーモニカに合わせて合唱しました。参
加者120人が一つになった楽しいフェスタとなり，来年も元気で参加することを約束し笑顔で閉会しました。

　県こども総合療育センター地域支援専門監の田邊
貴仁さんを講師に，「発達障がいへの理解と支援」
と題して育児講演会を開催しました。田邊さんから
は発達の特性と発達障がい等についてわかりやすく
ご説明いただきました。聴講者からは，「人の発達
の特性を理解することの大切さを知ることができま
した。」などの感想が述べられました。

　町内会，民生委員児童委員，福祉団体等373人の
ご協力をいただき，歳末たすけあい街頭募金運動を
実施しました。この取り組みは，新たな年を迎える
にあたり，支援を必要とする人たちが地域で安心し
て暮らすことができるよう福祉活動の財源を募るも
のです。当日は合計で342,541円のご協力をいた
だきました。皆さまありがとうございました。

発
達
の
特
性
を

理
解
し
よ
う

地
域
で
支
え
合
い

明
る
い
年
を

　つどいの広場りな１２月のイベントで，恒例のクリ
スマス会を開催しました。当日は，クリスマスソン
グを歌いながらみんなでリトミックを楽しみました。
鈴の音と共にサンタさんが登場すると泣く子もい
ましたが，プレゼントが配られるとみんな大喜びで
にっこり笑顔(^^)。歌って踊って楽しいひと時を過
ごしました。

　９月１5日に開講した市民後見人養成講座は，３か
月間にわたり座学８日，実習１日の計９日間の日程
で行われ，１3人の受講生が修了されました。受講生
の尾迫盛行さんは，「地域の中で身近な人たちで市
民後見活動を担えたらと思う。他人事でなく自分の
こととして考えて行きたい。」と話されました。

サ
ン
タ
さ
ん
が

今
年
も
や
っ
て
き
た

市
民
後
見
活
動

に
つ
い
て
学
ぶ

【１2月１８日】
リナシティ

かのや

【平成30年
11月10日】

市社会福祉会館

【１１月2７日】
リナシティ

かのや

【１2月１日】
市内１７店舗

写 真 で 振 り 返 る 社 協 活 動
【１2月１１日】
吾平交流センター 
湯遊ランド あいら
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成30年度

〈SJNK17-16970　2018.1.9 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

ボランティア活動保険のご案内

平成30年度 地域歳末たすけあい事業助成団体のご報告
　誰もが住みなれた地域で安心して新たな年を迎えられるよう，地域の「たすけあい活動」や「支え
あい活動」に対して，活動資金の助成をいたしました。
　今年度は市民の皆様からご協力いただきました「歳末たすけあい募金」を財源とし
て，下記の34団体に地域歳末たすけあい事業助成金85万円を交付しました。
　共同募金（歳末たすけあい募金）はつながり・支え合う地域づくりのために活用さ
れています。今後とも皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

【ボランティア活動保険とは…】
　ボランティア活動中のケガや賠
償責任を補償します。安心して活
動を行うためにボランティア活動
保険の加入をお願いします。

【ボランティア活動保険の申込み】
　最寄の社会福祉協議会で申込み
できます。鹿屋市社会福祉協議会
では，本所・各支所で，土日・祝
日・年末年始を除き，受付（8:30
～ 17:15）を行っております。

団体名 事業名（目的） 団体名 事業名（目的）
川西町内会 川西町鬼火焚き（住民の親睦，思い出づくり） 泉ヶ丘町内会 粗大ゴミの搬出（住民の助け合い,支え合い）

獅子目町内会 門松づくり，鬼火焚き（子どもの育成，世代交流） うっかばいクラブ 餅つき（子ども育成，世代交流）

笠之原町内会 年末年始のイルミネーション点灯と考
える人の会との交流（地域交流） 鶴峰東町内会 鶴峰東町内会鬼火焚き（住民交流）

名貫壮青年部 歳末の大掃除，粗大ゴミの搬出（住民
の助け合い，支え合い）

さわやかいきいき
サロン大浦

年末サロン（高齢者サロン交流：赤飯
等で食事会）

下名西町内会 3団体交流会（世代交流：餅とケーキづくり） 萩塚ひまわりサロン会 高齢者と子ども達のふれあい餅つき大会
（世代交流）

鶴峰中地区町内会 鶴峰中地区鬼火焚き（伝統行事の体験，伝承） 寿8丁目町内会 子ども達と高齢者の交流
（世代交流：ぜんざいやお菓子づくり）

大姶良西町内会 3世代ふれあい交流
（世代交流：食事会，餅つき） 麓参友会 そば打ち（高齢者支援）

古前城町内会 ぜんざい会（世代間交流：餅つき） 西祓川町内会 年末恒例高齢者見守り訪問活動（高齢
者支援：靴下の配付）

したそっいき生き甲斐 子ども高齢者ベトナム女性たちと食文
化交流（国際交流） 喫茶つるは 三世代交流年越

（世代交流：そば打ち，餅つき）

松橋はとぽっぽの会 忘年会・ぜんざいの振る舞い
（高齢者サロン交流） 寿３丁目民生委員 寿サンサン会サロン

（高齢者サロン交流：おこわ等づくり）
大浦ぴんぴん元気会 クリスマス会とぜんざい会（運動サロン交流） 寿3丁目町内会 三世代交流竹馬づくり（物づくり，世代交流）

ひまわり会 そば打ち，かるかん作り（世代交流） 高齢者ふれあいサロン
「さくら」

サロンの合同クリスマス会
（サロン会員交流）

王子町第一高齢者クラブ そばの会（高齢者クラブ交流） 打馬町内会 おせち料理（高齢者と育成会の交流）
弥生町内会 七草祝事業（地域活性，世代交流） 中央東町内会・育成会 餅つき（地域活性と世代交流）

白水町内会 3世代ふれあい餅つき大会（世代交流） 赤野子ども会 県道花壇・花いっぱい
（地域活性と明るいまちづくり）

南町子ども会育成会 鬼火焚き（世代交流，町内結束） 神野町内会 鬼火焚き（地域活性）
泉ヶ丘町内会「いずみ会」 3世代交流イベント餅つき大会（世代交流） 富ヶ尾中央町内会 「餅つきの会」交流（世代交流）

◆団体から申請のありました事業名をそのまま記載しております。
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生活困窮者に対する食料支援の報告

平成30年度鹿屋市ファミリー・サポート・センター

第３回講習会開催のお知らせ
　子育ての手伝いをして欲しい人と，子育てのお手伝いができる人が，お互い助け合う
「ファミリー・サポート・センター」の会員になるための講習会を開催します。
　この機会に，ファミリー・サポート・センターに登録しませんか？

今年度最後の
講習会です！

●日　　時　平成31年２月17日（日）　9:30 ～ 16:00
●場　　所　リナシティかのや（２階) 情報研修室
●登録条件　利 用 会 員 ･･･ 原則小学生までの子どもの育児をしている方，妊娠中の方
　　　　　　サポート会員 ･･･ 心身ともに健康で，子育て支援に意欲のある20歳以上の方
　　　　　　★利用・サポート会員ともに鹿屋市在住，利用会員は鹿屋市内の勤務でも可
●そ の 他　託児が必要な場合は，申込時にお知らせください。
●申込方法　来所または電話にてお申込みください。

【問合せ先】 鹿屋市ファミリー・サポート・センター（社会福祉協議会地域福祉課内）　TEL 0994-44-2277

生活福祉資金貸付制度 教育支援資金 のご案内
　「生活福祉資金貸付制度」は，低所得世帯・障がい者世帯・高齢者世帯に対して，資金
の貸付と相談支援を行うことにより，世帯の経済的自立と生活の安定を目的とした制度です。
　「教育支援資金」は生活福祉資金の中の１つです。
　資金貸付をすることにより，進学や修学の継続を支援することを目的とし，修学中から卒業後
就職して返済を終えるまで，継続的に相談支援する制度です。原則として，修学する本人が資金
の借受人になり，世帯の生計中心者が連帯借受人となって資金の貸付を行います。詳しくはお問
い合わせください。
※学校法で定める学校が対象，他方他制度優先等の条件があります。

【その他資金の種類】
　・総合支援資金【生活支援費・住宅入居費・一時生活再建費】
　・福祉資金【福祉費・緊急小口資金】
　・不動産担保型生活資金【低所得の高齢者世帯向け・要保護と認められる高齢者世帯向け】

【問い合わせ先】　本紙12頁に掲載しております「社協事務所連絡先一覧」でご確認ください。

 　鹿屋市社会福祉協議会では，生活に困窮し今日明日の食べ物に困っている世帯に対し，「生活困窮
者への食料支援に関する協定」を締結している社会福祉法人岳風会様，株式会社倉府食品鹿児島様か
ら無償で提供していただいた食料品や当会で保存している食料品を提供し支援を行っております。
　これまでの支援実績については，以下のとおりです。【問合せ先：地域福祉課】
◆支援件数：22件【12月末現在】

（岳風会様から3回，倉府食品様から５回の食料品を提供していただきました。）　

（菓子パン） （お米・牛肉・インスタント食品等） （お米・レトルトカレー・マジックライス）

岳風会様
より

倉府食品
様より

鹿屋市
社会福祉
協議会
より
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いただきありがとうございました！！
【団体会員】（順不同・敬称略）
（福） 鹿屋恵友会 特別養護老人ホーム 花岡の里
（福） 愛光会 福祉総合相談支援センター あい
（福） 愛光会 児童発達支援事業 おひさまキッズ
（株） カクイックスウィング 鹿屋営業所
よしどめ機械サービス
又木商店

（株） ゴトー
松﨑電気管理事務所
市成建設工業 （株）
山元金物 （名）

（特非） 輝北キラキラ館
（株） 坂東島運輸
（医） 寺崎皮膚科
（有） 江口酒店
おおすみ療育ネットワーク
セブンプラザ輝北店

（医） 岩崎歯科医院
（医） 悠祥会 そえじまクリニック　
（有） カトレア交通
串良葬祭
鹿児島信用金庫 鹿屋支店　

（特非） ゆいネット輝北
鹿屋市輝北地区民生委員児童委員協議会

（有） 風呂井会計
（株） 南日本飲料
（有） 安藤製茶
（有） 江口測量設計
三和物産 （株）

（有） 久永ボデー
たんぽぽクリニック　

（株） 別府商会
秋元ガス （株）
いわもと耳鼻咽喉科医院

（株） 南日本銀行 鹿屋支店
（株） ホンダ販売鹿児島東
（有） タニガワ
堂地ストア

（医） 和敬会 老人保健施設 ハーモニーガーデン
（株） 宮崎ヒューマンサービス
（医） 昌成会 せぐち整形外科

（有） 鹿屋葬祭
（医） 仁心会 西原保養院
（社医） 恒心会 介護老人保健施設 ヴィラかのや
サツマガス工業 （株）

（医） 碧仁会 井ノ上病院
（福） 認定こども園つるみね保育園 
（福） あいら認定こども園 
（福） 瑞穂保育園 
（福） 西南保育園 
（福） 敬心保育園 
（福） 杉の子保育園 
（福） 高隈保育園 
（福） 野里保育園 
（福） 笠之原こども園 
（福） 二葉保育園 
（福） 認定こども園こばと保育園 
（福） 正覚寺保育園 
（福） 光明こども園 
（福） 洗心保育園 
（福） 上小原認定こども園 
（福） 正徳保育園 
（福） ふたば保育園 
（福） 細山田こども園 
（福） ひばり保育園 
（福） わかば保育園 
（福） 寿敬心保育園 
（福） 大黒保育園 
（福） 白崎保育園 
（福） 認定こども園高須保育園 
（福） 平和保育園 
（福） 松下保育園 
（福） さくら保育園 
（福） 円鏡保育園 
（福） 光華こども園 
（福） はらい川保育園 
（福） 東原保育園 
（福） エンゼル保育園 
（福） ふるえこども園 
（福） アソカこども園 
（福） 和光こども園 
（福） ひなぎく保育園

【連絡先】	 本所総務課	 TEL	０９９４ー４４ー２９５１
	 吾 平 支 所	 TEL	０９９４ー５８ー８８６０
	 輝 北 支 所	 TEL	０９９ー４８６ー０７７７
	 串 良 支 所	 TEL	０９９４ー３１ー４４００

◎ 年間を通じて会員募集しておりますので，ご協力をよろしくお願いします。
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鹿屋市の地域福祉推進にご協力
　当会におきましては，今年度会費制度の見直しを行い，広く市内の企業・団体等の皆様へ社協会員
となっていただけるよう呼びかけを行いました。
　今年度は，下記の皆様方に社協会員としてご支援をいただいております。
誠にありがとうございました。
　ご協力いただきました会費は，当会が実施する地域福祉推進のための各
種福祉事業の財源として有効に活用させていただきます。
　なお，市民の皆様方には，一般会員として各世帯ごとに町内会を通して
会費（300円）のご協力をいただいております。
　今後とも皆様方の一層のご理解とご協力をよろしくお願いします。

【特別会員】（順不同・敬称略）
富永 清司

（福） 永生会 特別養護老人ホーム 慈恵園
（福） 愛光会 障害者支援施設 桜町学園
（福） 愛光会 総合サポートセンター ラン
（福） 恵仁会 特別養護老人ホーム 鹿屋長寿園
（福） 恵仁会 養護老人ホーム 寿光園
（公社） 鹿屋市医師会
森山事務機販売 （株）

（株） 伊野設計事務所
鶴田建設 （株）

（有） 上別府種畜場
（株） 宇都電設
（社医） 鹿児島愛心会 大隅鹿屋病院
（福） 以和貴会
（福） 潤心会 かのや乳児院
（株） 瀨戸口建設
（有） 鹿児島土木調査
（株） 森建設
小鹿酒造 （株）

（有） 井之上電器
（医） おさしお会 老人保健施設 おさしお
（福） 陵幸会
（医） 朋愛会 おばま医院
（福） 岳風会 陵北荘
（医） おばま会 小浜歯科医院
（医） 紡倫会 まちのお医者さん
（株） 鹿屋寿自動車学校

（医） おさしお会 長﨑内科
（福） 友心会 ゆらり
肝付吾平町農業協同組合
国基建設 （株）

（福） 愛光会 和光学園
（株） 伊東商会
（医） 青仁会 介護老人保健施設ナーシングホーム ひだまり
（医） エレファ 村上整形外科医院
上谷田建設 （株）

（株） 三井
西文社印刷 （株）

（社医） 恒心会 おぐら病院
（株） セブンプラザ
（株） 大興空調システム　　
津崎 方靖

（福） 愛光会 障害者支援施設 フレンドリーホームいいぐま
（株） 丸正電器商会
（有） フレッシュミネサキ
（株） 新生社印刷 
（医） あきなお会 まつだこどもクリニック
ＪＡそお鹿児島 輝北支店

（株） 有馬工業
（医） 桑波田産婦人科
（株） 空間デザインたにぐち
（医） 大徳会 桜ヶ丘病院
（医） 秋津会 徳田脳神経外科病院
（福） 朋愛会 特別養護老人ホーム 朋愛園
（福） 福泉会 特別養護老人ホーム 悠々
（医） 青仁会 池田病院

◆特別会員（一口当たり年額 10,000 円）
◆団体会員（一口当たり年額　3,000 円）
◆	特別会員・団体会員にご加入いただいた皆様には，シール式の会員の章を
お配りしています。
◆ 	12月28日現在で掲載しております。（承認をいただいた会員様のみ掲載）
◆	法人・事業所名は，「特別・団体会員加入申込書」に記載されました団体名
を基に記載しております。
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　元輝北町長の有留忠男様から，当会の指定管理施設である輝
北ふれあいセンターに，マッサージチェア２台，温泉入浴無料
券650枚，温泉案内用看板４枚をご寄贈いただきました。
　これらは，地域の住民の健康と幸せを
祈念して贈呈されたもので，12月11日に
輝北ふれあいセンターで贈呈式を開催し
ました。
　今後，輝北地域の住民福祉の向上などに，
有効に活用させていただきたいと思います。

【お詫び】	昨年10月26日に発行しました社協だより第42号(11頁)に掲載しました７月豪雨災害義援金協力団体名に誤りがあり
ましたので，下記のとおり修正しお詫び申し上げます。

《修正前》鹿屋市聴覚者協会→《修正後》鹿屋市聴覚障害者協会

皆さまの善意のご紹介 ～あたたかいご支援ご協力に感謝いたします～

10社協だより. 2019

・鹿屋星カラオケ教室 代表　川地 則男 様　50,000円
・鳥丸 良吉 様　50,000円【一般寄付金】

㈱鹿児島ヒューマンサービス 様　車椅子１台【福祉機器】 久冨木 卓二 様　　米 100k【食料品】

・ＪＡそお鹿児島 様　　35,966円　　　・鹿屋市シルバー人材センター飛躍会 様　72,625円
・星塚敬愛園入所者自治会 様　　 100,000円　　・鹿屋小学校 様　　　　 　17,996 円
・鹿屋市高齢者クラブ連合会 様　 158,655円　　・県建設業協会 鹿屋八日会 様　100,000円
・（株）南九 様 　50,000円　 　・鹿屋市保育会 様 　108,000円　 　・（福）以和貴会 様　80,000円
・日本モレックス（同） 様　 　15,646円　　　・鹿屋第一ライオンズクラブ 様　84,451円

【赤い羽根共同募金】多くの皆様方にご協力いただいております（一部掲載）

（７月豪雨災害義援金） （北海道胆振東部地震災害義援金）
・下堀千歳会 様 ・自立支援センターかやの郷 様　
・寺村秀一 様 ・寺村秀一 様　　　　　　　　　
・鹿屋中学校 様 ・鹿屋中学校 様　

【災害義援金】（平成30年10月19日から12月28日までの受付分を掲載）

【ボトルキャップ等】
・特定非営利法人ひかり福祉工房 ゆーとぴあ 様 ・東串良中学校 様
・鹿屋農業高等学校 様 ・社会福祉法人親和福祉会 ひばり保育園 様 
・社会福祉法人まこと福祉会 和光こども園学童クラブ 様 ・社会福祉法人紘徳会 みどりの園 様
・鹿屋東中学校 様 ・鹿屋市更生保護女性会 様
・田崎中学校 様 ・株式会社アル (ａｌｌｅ) たるみず 様
・寿北小学校 様 ・その他（個人）

鹿屋小学校 様 久冨木 卓二 様

鹿屋市高齢者クラブ連合会 様 寿北小学校 様ＪＡそお鹿児島 様

㈱鹿児島ヒューマンサービス 様鹿屋星カラオケ教室 様 

鹿屋市シルバー人材センター飛躍会 様 



 Public Information　　　　11

木
　
山
　
チ
ヅ
子

林
　
　

泰

雄

折

田

清

則

堀
　
田
　
ウ
キ
子

立
　
野
　
ト
シ
子

河

本

睦

子

岩

﨑
　
　

弘

又
　
木
　
み
ど
り

若
　
松
　
ケ
イ
子

田

島
　
　

努

喜

入

幸

子

野
　
口
　
き
り
子

松

村
　
　

武

有
　
村
　
愼
一
郎

小

島

敬

二

新

留

俊

幸

小

島

照

子

東
　
　

貞

子

山
　
口
　
フ
ミ
子

福

久

宏

子

村

山

直

弥

渡

邉

千

明

木

山

信

義

林
　
　

和

代

折
　
田
　
ヒ
ロ
子

堀

田

富

夫

立

野

榮

二

河

本

隆

司

岩

﨑

妙

子

又

木

満

博

若

松

勝

支

田

島

忠

義

喜

入

正

道

野

口

清

美

松

村

ヨ

シ

有

村

壽

子

小
　
島
　
キ
サ
子

新
　
留
　
シ
ツ
エ

小

島

次

男

東
　
　

民

雄

山

口

盛

男

道
　
下
　
美
智
子

村

山
　
　

勇

渡

邉

妙

子

多
く
の
皆
様
方
の
善
意
に

　
　
　
　
　
　
感
謝
い
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。

　
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
善
意
を
市
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
紙
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
様
の

承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
と
し
て
お
り
ま
す
。
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社 協 事 務 所 連 絡 先 一 覧編
集
・
発
行
／
社
会
福
祉
法
人
　
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

鹿
屋
市
大
手
町
一
番
一
号
　
T
E
L 

〇
九
九
四
︱
四
四
︱
二
九
五
一

〜 

編
集
後
記 

〜

　

皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、

西
郷
ど
ん
や
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
Ｊ
２
昇
格
な
ど
県
内

も
多
い
に
盛
り
上
が
っ
た
一
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
も

ご
存
じ
の
と
お
り
、
今
年
は
平
成
最
後
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
、
熊
本
地
震
な
ど
多
く
の
災
害
が
発
生
し
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
福
祉
施
策
で
は
、
介
護
保
険
制

度
や
成
年
後
見
制
度
、
障
害
者
自
立
支
援
制
度
な
ど
新
し
い

制
度
が
創
設
さ
れ
大
き
な
変
革
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
孤
立
死
や
虐
待
、
生
活
困
窮
な
ど
地
域
に
お

け
る
福
祉
課
題
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に

対
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
住
民

同
士
の
助
け
合
い
活
動
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
今
年
も
一
生
懸
命
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

激
動
の
平
成
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
新
元
号
も

気
に
な
り
ま
す
が
、
個
人
的
に
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
穏
や

か
に
暮
ら
せ
る
世
の
中
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
元
号
に
な

る
の
で
は
と
勝
手
に
予
想
し
て
い
ま
す
。

【
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課　
富
松
】 次回の社協だよりは平成31年４月発行予定です。

【本　　所】  〒893-0009　鹿屋市大手町１番１号 
（リナシティかのや２Ｆ福祉プラザ内） 
☎0994-44-2951　FAX  0994-44-7757

【本所分室】  〒893-0006　鹿屋市向江町29番２号 
（鹿屋市社会福祉会館内） 
☎0994-42-7188　FAX  0994-42-7355

【吾平支所】  〒893-1103　鹿屋市吾平町麓2955番地1 
（湯遊ランドあいら敷地内） 
☎0994-58-8860　FAX  0994-58-8870

【輝北支所】  〒893-0201　鹿屋市輝北町上百引2100番地1 
（輝北ふれあいセンター内） 
☎099-486-0777　FAX  099-486-1333

【串良支所】  〒893-1602　鹿屋市串良町有里507番地1 
（串良ふれあいセンター内） 
☎0994-31-4400　FAX  0994-31-4401

登録型職員（看護師・ホームヘルパー）の募集
１　登録看護師
⑴　仕事内容　 特殊浴槽等装備した移動入浴車で，高齢者等の自宅を訪問し，３人１組で 

入浴サービス（健康確認，入浴介助等）を行います。
⑵　募集人員　若干名
⑶　年　　齢　65歳まで
⑷　資　　格　正看護師又は准看護師，普通自動車免許
⑸　賃　　金　① 時  給　　 ９５０円 （月曜～金曜，祝日を除く※土・日は休み）
　　　　　　　② 時  給　１，２００円 （祝日）
　　　　　　　　◆上記の賃金に事務手数料，処遇改善手当などが加算されます。
　　　　　　　　◆移動時間も就業時間に含みます。
⑹　勤務時間  午前８時30分から午後５時までの間
　　　　　　　　◆１日平均２件から４件程度の訪問です。（１件につき，１時間から１時間30分程度）
　　　　　　　　◆勤務時間は相談に応じます。
⑺　勤務場所　鹿屋市社会福祉協議会 本所分室　鹿屋市向江町29番2 号（鹿屋市社会福祉会館内）

　発達障がいへの理解と関心を深めるとともに，地域における支援の輪を広げることを
目的に講演会を開催します。
　市民の皆様の多数のご参加をお待ち申し上げます。

２　登録ホームヘルパー
⑴　仕事内容　 高齢者等の自宅を訪問し，身体介護（入浴・排泄・食事等）や生活援助（掃除・洗濯・調理等）の介

護等サービスを行います。
⑵　募集人員　若干名
⑶　年　　齢　65歳まで
⑷　資　　格　介護福祉士又は介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー２級）以上，普通自動車免許証　
⑸　賃　　金　① 時  給　　  ９００円 （月曜日～土曜）※介護福祉士取得者 ９５０円 
　　　　　　　② 時  給　１，１５０円 （早朝 ･ 夜間 ･ 日曜 ･ 祝日）※介護福祉士取得者 １，２００円
　　　　　　　　◆上記の賃金に移動・事務手数料，自動車借上料，処遇改善手当などが加算されます。
⑹　勤務時間　午前６時から午後８時までの間
　　　　　　　　◆１日４時間程度の訪問です。
⑺　勤務場所　 原則，直行直帰（自家用車等を使用し，自宅と利用者宅の往復）になりますが，月に４・５回程度，

勤務地（鹿屋市社会福祉会館）へ出勤となります。

【待遇】・雇用保険（週20時間以上勤務した場合），労災保険 　　・健康診断（年１回）
　　　　・有給休暇有，活動着貸与有（当会規程に基づく）
【応募】・応募方法　市販の履歴書，資格証・免許証の写しをご持参ください。
　　　　・応募受付　随時 ( 土・日・祝日除く )，窓口時間内 ( 午前８時30分から午後５時まで ) で受付します。
　　　　・応 募 先  在宅福祉サービス課 鹿屋市向江町29番2 号（鹿屋市社会福祉会館内）
　　　　・選考方法　書類選考のうえ，随時面接します。（後日連絡）　　
　社会福祉協議会で働いてみませんか。
　まずは , お電話ください。お待ちしております。 【問合先】 在宅福祉サービス課

　TEL ０９９４－４２－７１８８
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